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第 5 章は結論であり 本研究の成果を総括して示している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，デ‘ィジタ jレ信号処理回路における量子化雑音の理論解析ならびに雑音特性改善の対策に関す
る研究をまとめたものであって 得られた主要な成果を要約すると次のとおりである。
(1) ディジタノレ信号処理における量子化雑音の解析にあたって，非線形作用素に対する新しいノルムの
導入と，回路の雑音解析のための等価変換を提案し，この手法のもとで量子化雑音出力の上界を導出
している。
(2) 整係数ディジタノレフィルタによって，雑音帰還を行う処理方式について，その基本的性質を明らか
にし，雑音を軽減するための帰還用フィルタの設計指針を与えている。
(3) ディジタル信号処理回路の状態多項式を導き，回路の蓄積エネノレギーと量子化雑音の関係を明らか
にしている。この関係に基いて量子化レベノレの切換えを適切に行うことにより，ディジタ jレフィルタ
のリミットサイクノレの抑制がで、きることを示している O
(4) デルタ変調を利用した音声の符号化，復号化装置に対して整係数時変回路により，量子化雑音の電
力スベクト Jレを制御し，量子化雑音を軽減する新しい方式を提案し，その回路構成を明らかにしてい
る。
以上のように，本論文はディジタノレ信号処理回路において発生する量子化雑音の新しい理論的解析方
法を提案し，その軽減の方策について新しい知見を得ているものであって，通信工学の発展に寄与する
ところが大きい。よって博士論文として価値あるものと認める。
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